
2020年度 事業報告書
2019年 10月 1日から2020年 9月 30日まで

特定非営利活動法人 日本免疲学会

1事業実施の成果

本法人の当年度の事業は、COVID-19感染拡大によリキヤンセル等を余儀なくされた一部を除き、事業計画に基づ
き下記の通り実施された。当年度も、「きぼう」プロジェクト(免疫学若手研究者自立支援及び免疫学博士課程学生
支援)に代表される若手育成事業を推進し、本法人及び日本の免疫学の将来を担う人材育成の基盤を固め、従来
の免疫学の研究発表事業を拡充させた。免疫学の研究発表、若手育成事業、普及活動を推進したことで、国民の医
療福祉の増進に寄与することができた。今後は、継続して国際化を進め、海外からの事業参加者受け入れの拡大や
海外関連学会での発表の促進を行う。また、学会の財政健全化を継続し、安定した運営をしていくためにも、減少傾
向にある会員数を増やす事が引き続きの課題である。

2事業実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業実施に関する事項

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者
の人数

受益対象
者の範囲
及び人数

支出額
(千円)

①研究発表事業
学術集会の開催等によ
る免疫学に関する研究
発表事業

日本免疫学会学術集会を開催し、学術
研究の成果等の発表を行つた

12月 11日 ～13日 アクトシティi浜松 約30人

医療関係者
及び
一般市民

約2.0∞人

75,043

②発行事業
免疫学に関する機関紙
及び論文図書等の発行
事業

免疫学に関するニュースレターや学術集会記
録及び IはemationallmmunoloⅣ を発行
した

ニュースレター

年2回 (10・ 4月 )
学術集会記録
年1回 (10月 )
Int'IImmunol.

年 12回

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

約30人

医療関係者
及び
一般市民

約4.0(Ю人

11,185

免疫学に興味を持つ若い人達を中心に
免疲学研究の楽しさ等を伝えるサマースクー

ルを計画していたが、COVlD-19の影響に
より開催は中止した

中止

ホテル&リソ
・―ツ

伊勢志摩
(中止 )

5人

一般市民

約 100人

93

広く一般市民を対象に、免疫学への理解
増進と本会の情報公開を図るため、研究
者によるオンライン特別授業を実施した

8月 13日

北海道大学遺伝

子制御研究/
Zoom開催

約10人

小中高生

約300人

130

③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業



③普及啓発事業
公開市民講座の開催等
による免疫学の普及啓
発事業

免疫学の進歩に寄与する独創的で顕著
な研究成果を発表し、なお将来の発展を
期待し得る学問的に優れた研究者に対し
学会賞(2名 )を、ヒト免疫研究の推進を
目指し、当該分野で顕著な業績を挙げた
研究者に対しヒト免疫研究賞(1名 )を、免
疫学での顕著な業績・貢献を挙げた女性
研究者に対し女性免疫研究者賞(1名 )
を、免疫学分野において優れた研究をお
こなつている若手研究者に対し研究奨励
賞(5名 )を、学術集会において、優れた
ワークシヨップ・ホ

・スター発表を行つた研究者に
対してへ
・
ストプレゼンテーション賞(25名 )をそれ

ぞれ与え、顕彰した

12月 アクトシティ浜松 9人

医療関係者
及び
一般市民

fti4,ooo,l.

1.891

本会名誉会員である
にちなんで、将来の日本の

免疫学を担う研究者の育成を推進するた
め、Tadamたsu KIshimoto lntematiOnal
Travel Award(日 独2名 、前期8名 、後期0
名)、「きぼう」プロジェ外として、海外留学
からの帰国研究者の自立支援(免疫学
着手研究者自立支援・該当者なし)及
び、博士課程大学院生への奨学金支援
(免疫博士課程学生支援・採択者5名 )を
行い、また継続して2017～ 2019年度の学
生支援採択者には奨学金を、2019年の
若手研究者自立支援採択者には独立支
援費を支給した

通年 法人事務所 17人

医療関係者
及び
一般市民

約 10.000人

68,156

本会名誉会員である
とその夫

人にちなんで、Ursula and F■ t2Melchers
T“vel Awardを設けて、国内の大学、研
究所で免疲学研究に励んでいる大学院
生および研究生が日本免疫学会学術集
会に参加して発表する際の国内旅費、参
加費の一部を5名に援助した

12月 アクトシティ浜松 11人

医療関係者
及び
一般市民

約700人

173

国際的に免疫学の最新トピックスを広く会
員及び一般市民に紹介するために、
RIKEN IMS― JSI InternatiOnal Syrnposiurn

on lmmunolow 2020を理化学研究所統
合生命医科学研究センター(IMS)と共催で

企画したが、COⅥD-19の影響により中
止した

中止 中止 4人

医療関係者
及び
一般市民

約 400人

0

米国免疫学会(AAl)の年次学術集会に
おいて Guest Society Symposiaの一つ
として本会主催のシンホ

・
シ
・
ウムを開催し、演

者を派遣予定でしたが、COⅥD-19の影
響によりAAlが中止になった

中止 中止 9人

医療関係
者及び―

般市民

約100人

0

lUIS主催の第17回国際免疫学会議に参
加する、演題提出者(筆頭著者)及びシン
ホ
・シ
‐
ウム・ワークショップの演者の、旅費・宿泊
費・参加登録費の一部を援助した

10月 18日 ～23日 中国・北京 9人

医療関係
者及び―

般市民

約2.000人

502

若手免疫学研究者による独創的で先端
的な研究をサボートするため、日本へ

・
外ン・

ディッキンソン株式会社と共同し、若手免疲
学研究支援事業を実施し、採択者の選
考を行つた

通 年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

9人

医療関係者
及び
一般市民

約2,000人

41



若手女性免疫学研究者による独創的で
先端的な研究をサホ

°
―卜するため、トミーデシ

・

タル
・ヽ
イオロツー株式会社と共同し、若手女

性研究者研究支援事業を実施し、採択
者の選考を行つた

通年

法人事務所
及び

国内外の関係
学術団体事務所

9人

医療関係者
及び
一般市民

約2.000人

32

学会設立50周年記念事業として、理事会
において日本免疫学会設立50周年記念
事業について意見交換、討議を行つた

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

41人

医療関係者
及び
一般市民

約 10.000人

0

④協力活動事業
国内外の関係学術団体
との連絡ならびに協力
活動事業

国内外の免疫学に関連する関係学術団
体との情報交換を行い、協力関係を構築
した

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

7人

医療関係者
及び
一般市民

約4,000人

2,986

⑤情報提供事業
webサイト等を通じての免
疫学に関する情報提供
事業

広く市民に対して、免疫学及び関連分野
の情報をwebサイトを通じて情報提供をし
た

通年

法人事務所
及び
国内外の関係
学術団体事務所

15人

医療関係者
及び
一般市民

約 10,000人

83





2020年度 貸借対照表

2020年 9月 30日 現在

生基担襲 L堕壁込 _墜生
`亜

墨詮

(単位 :円 )

科 日 企

I 資産の部

1流動資産
現企預金

前払費用

木 11て人仝

流動資産合計

2固定資産
I具器具備品
ソフトウェア

電話加入権
出資金
長期前払費用
差人保証全

固定資産合計

資産合計

Π 負債の部

1流動負債
碩り全

前受全

法人税等充当令

未払消費税

流動負債合計

2固定負債
退職給付引当金

固定負債合言|

負債合計

II 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び iF味財産合計

212.509,781

330,198
238,000

213 077 979

1 899 027

5 009 840

214 977 006

23 053 050

198,677

128,250

10,000

10,000

617,900

934 200

1,282,740

1,600,000

70,000

2,057,100

18,043,210

18,043,210

146,815,615

45,108,341

191,923,956

214,977.006



2020年度 計算書類の注記

仕蠅 :型堕塾曇上左_L生 1色童学会

1重要な会計与針

計算書類の作成は、NPO法 人会言1基準 (2010年 7月 20日 2011年 ll月 20日 ―一部改正
NPO法 人会計基準協議会 )|二よっております _

(1)L占」定資産′)減価償却の方法
[｀有形固定資産′)減価償却は定率法を採用しております´
0無形固定資産の減価償却|=定額法を採用しております_

(2)引 当金の計 L基準
退職給付引当金は従業員ノ退 職給付に備ぇるため.当 期末における退職給付債務に
基つき当期末に発生していると記おられる金額を計上してお

`,ま

す。
なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基ついて計算しております ,

(3)lH費税等の会計処理
消費税年の会計処理は、税込方式を採用しております

2.事業費の内訳
別紙

3.使途等が制約された寄付金牛の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです _
当法人のlL味財産は191,923.956円 ですが、そのうち2,216.615円 は、下記のように使途が特定
さ,1~こ いま■

―
.

したがって使途が制約されていない正味財産 |ま 189,707.311円 です _

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考
Ursula & Fritz \,lelchers Travel

合計

1,889,942 500,000 173,327 2,216,615 翌期以「1使用
予定

l.889.942 500.000 173.327 2.216.615

(早 rビ 円)

L円 )
4.固 定資産の増減内訳

科 日 期首取得価額 取得 減 少 期末取得価額 減価償却早計額 期末帳薄価客長
788,400

202,500

10,000

10,000

371,050

934,200

0

0

0

0

10,410

0

788,400

202,500

10,000

10,000

617,900

934,200

589,723

74,250

0

0

0

0

198,677

128,250

10,000

10,000

617,900

934,200

2.316.150 257.260 10.410 2.563.000 663.973 1.899.027

I具器具備品
ノワ|ヽウェ'´
電話加人権

出資金

長il月 H,払書用

キ 入保証令

合計



2020年度 財産目録

20¨
`F9日
30日
'見

在

主主主三」重塑基ム__ユ杢■疫学会

(■位 工)

I 資■′,邦

l li動 資±
現全iⅢ全
現全
普通頂令
普 tl贖 今
普通預全
普通預全
普通預金
普通預全
普透

"全普通預全
普述預金
普通預金
普●預金
普通預令
t期預金
定期預争
t詢預金
定期預■
定朝F今
t期預金
t期薇令
定期預令
前
=,費
増

前ム費用
前,1、費 ;司

前二費用
末Lて 全ヽ

^Iく

′、今

′1'う |,ょ i良イ子
Ⅲ
',■「
銀行/常 r」 金

'・¬■≒゙ 行 几段支
=な‐■|よ銀行 十=段支■./宅 19珂

三井住友信託銀
`]本
吉営半部

二十 II友銀行 PF沢 支市 /́寄イ■金
―井信友象

'「
「沢支店//1_I

中ノ郷信用組合 三崎町 え店
||二t欽行 (1葉原責店
埼三0そな銀行 所所沢支店
城南信用金庫

't凩
支苫

二
=tF:銀
行 秋業原駅 11支 ξ

年十は銀行
'L段
支店

三井住友信託餓1‐ 本店営業部
二十住友銀行

'「

沢支古
山ノ郷信用組 ,三 崎町支店
1'そ■銀イア 秋葉原支店
嘘南信用今直 ■段支古
興産信用全庫 秋葉県支店
三菱t日銀行 秋栞原駅前支

`雪

SSL証明書
+― /｀一―利用科
〔くしMAl、 1ヒ ′:′くン、保1女
第4r)回 7,「 集会
クィンット:■斉仝費
クし
'ン
ト決′奇写け全

流動資オ合計

2」
号1雷]:穐品喘機

:鞣:|(ン|[1権塁ズ霞単]
固定賃
=台
:十

資■合計

Π ■漬の‖

1 流動負債
預 1́全 源泉所

`早

純
前■,クリニカ′

'■
ミナー

11モ全 .■取Ft成 全
法人■■だ当今
未ム(肖貢狂

市動資●さ計

2固定負偕
退職4「,う 1当 今

置定負憤今計

■債合計

m■ 吐財雇′,部
前期イ■垣 F咲■f左
当川正|■財だ増′加額

正.■■に合ξl

負贅2び上崚財産 1結 |

69,673
43,832,700

2,425,182

26.581,299

1,599,780

91,104

350,069
2,033.059
17,059

158.549

53.214,759

3,031

2.132,668

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,849

10,000,000

10,000,000

129.737

33.000

8.500

158,961

228,000
10,0001

198.677

128.250

10,000

10,000

617,816

84

934200

1.282,740

1,100,000

500,000

70,000

2.057.100

213 77

1 99 027

009 840

214 7

23 053 050

18.043.210

]8.043.210

146.815,615

45.108.341

191.923.956

214.977.006



2020年度 事業費の内訳
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2020年度 年間役員名簿 (前事来年廣において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利 動法人 日本 ■■ハ
テ =

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係 )
Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏   名
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1

オオテキ トンアキ 令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月   日

月   日樗木 俊聡

2 ・監事

タケダ キヨン

竹田 潔

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年 月

月

日

日年

3

アズマ ミユキ

東 みゆき

令和元年10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

4 ・監事

アラセ  ヒサン

荒瀬 尚

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

5 ・監事

オオノ ヒロシ 令和元年10月 1日

令和2年 9月 30日

年  月 日

日年 月大野 博司

6 ・監事理事

カラスヤマ ′ヽジメ

烏山

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

7 ・監事

キヨノ ヒロシ 令和元年10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日清野 宏

8 ・監事理事

ヤマモト カズヒコ

山本
こヽ
,多

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年  月  日

年 月 日

9 ・監事

クボ マサト 令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年 月

月

日

日年久保 允人

10 ・監事

クロ,キ  トモヒロ 令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年 月

月

日

日年黒峙 知博

/~ヽ

u監
事

/~ヽ

り 監事



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 監事

ソリマチ ノリコ

反町 典子

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

12 監事

ナカヤマ トシノリ

中山 俊憲

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

13 監事理事

ミヤケ ケンスケ

宅 健介

令和元年10月 1日

令和2年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

14 監 事理事

ヤマサキ ショウ

山崎 晶

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年 月

月

日

日年

15 監事理事

ヨシムラ アキヒコ

~~

吉村 昭彦

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年  月  日

年  月  日

16 監事理事

タカオカ アキノツ

高岡 晃教

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

17 理事

アキラ ンズオ

審良 静男

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月

月

日

日

18 理事

サカグチ シモン

坂 口 志文

令和元年 10月 1日

令和2年 9月 30日

年

年

月   日

月   日

理事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 日本免疫学会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 菅村 和夫

2 審良 静男

3 稲葉 カヨ

4 宮坂 昌之

5 鳥山

6 清野  宏

7 黒崎 知博

8 高津 聖志

9 瀧  伸介

10 中山 俊憲


